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三 

 
衆
議
院
議
員
川
崎
寛
治
君
提
出
国
家
石
油
備
蓄
の
財
政
見
通
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

1 

国
家
石
油
備
蓄
基
地
建
設
の
着
工
時
期
及
び
事
業
の
進
ち
よ
く
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
事
業
の
緊
急 

性
、
財
政
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。 

2 

民
間
の
原
油
タ
ン
ク
の
余
剰
能
力
に
つ
い
て
は
、
国
家
石
油
備
蓄
基
地
が
完
成
す
る
ま
で
の
暫
定
的
な
措

置
と
し
て
有
効
利
用
を
図
つ
て
い
く
所
存
で
あ
り
、
こ
の
方
針
は
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
指
摘
を
踏

ま
え
た
も
の
で
あ
る
。 

3 

国
家
石
油
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
照
ら
し
、
タ
ン
カ
ー
備
蓄
の
陸
揚
げ
の
促
進
、
国
家

石
油
備
蓄
基
地
の
完
成
時
期
の
延
期
等
弾
力
的
な
運
用
等
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

4 

北
海
道
石
油
共
同
備
蓄
基
地
の
現
存
の
原
油
タ
ン
ク
を
国
家
石
油
備
蓄
基
地
に
組
み
入
れ
る
こ
と
は
、
現 



三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

国
家
石
油
備
蓄
関
係
経
費
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
の
予
算
編
成
の
段
階
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
、
財
政
状
況

等
に
関
す
る
中
長
期
的
な
見
通
し
を
も
含
め
、
幅
広
い
観
点
か
ら
、
必
要
な
検
討
を
行
う
考
え
で
あ
る
。 

新
規
の
国
家
石
油
備
蓄
基
地
の
着
工
に
つ
い
て
は
、
石
炭
並
び
に
石
油
及
び
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特

別
会
計
を
設
け
て
い
る
趣
旨
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
、
中
長
期
的
な
財
源
事
情
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

在
、
考
え
て
い
な
い
。 

四 

 




